
早稲田大学博士論文（概要）

文科省報告

清
水
　
亮
　
「
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
地
域
的
展
開
と
中
世
国
家
」
　
要
旨

鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
研
究
は
、
封
建
制
研
究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
明
治
期
か
ら
推
進
さ
れ
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代

初
頭
ま
で
は
石
母
田
正
氏
に
代
表
さ
れ
る
領
主
制
理
論
、
領
主
制
理
論
と
密
接
に
関
わ
っ
て
提
示
さ
れ
た
佐
藤
進
一
氏
の
鎌
倉
幕
府

論
　
（
東
国
政
権
論
）
　
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
進
め
ら
れ
た
。
一
九
五
八
年
以
降
の
い
わ
ゆ
る
新
領
主
制
論
を
皮
切
り
と
し
た
領
主

制
理
論
の
展
開
、
そ
し
て
新
領
主
制
論
と
密
接
に
関
わ
っ
て
黒
田
俊
雄
氏
の
権
門
体
制
論
が
提
起
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
前
半
か
ら

一
九
七
〇
年
代
に
、
御
家
人
制
研
究
は
沈
静
化
す
る
。
こ
の
時
期
、
幕
府
の
政
権
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
ん
だ
反
面
、

御
家
人
制
を
は
じ
め
と
し
た
幕
府
の
内
実
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
鎌
倉
幕
府
の

実
態
的
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
御
家
人
制
研
究
も
飛
躍
的
に
進
み
、
今
日
に
至
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
研
究
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

右
の
よ
う
な
研
究
段
階
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
御
家
人
制
の
研
究
課
題
も
当
然
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
く
に
検
討
が

必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
御
家
人
制
の
政
治
史
的
研
究
で
あ
る
と
考
え
る
。
鎌
倉
幕
府
と
中
世
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
近
年
研
究
が

進
展
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
御
家
人
制
の
制
度
的
展
開
を
国
政
運
営
と
の
関
連
で
動
態
的
に
描
き
出
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
御
家
人
制
の
地
域
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
研
究
が
遅
れ
て
い
る
。
西
国
・
九
州
の
国
御
家
人
た
ち
は
、
幕
府

・
東
国
地
頭
が
西
国
で
勢
力
を
拡
大
す
る
上
で
の
圧
迫
対
象
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
だ
が
今
日
で
は
、
㌧
東
国
地
頭
対
西
国
御

家
人
と
い
う
図
式
を
自
明
の
も
の
と
せ
ず
、
国
御
家
人
の
動
向
や
東
国
地
頭
と
国
御
家
人
と
の
政
治
的
関
係
を
具
体
的
に
跡
づ
け
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
展
開
に
お
い
て
、
西
国
・
九
州
に
お
け
る
在
地
の
政
治

動
向
と
中
世
国
家
運
営
と
の
接
触
と
が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

右
の
課
題
に
応
え
る
た
め
、
本
論
文
第
一
部
（
第
山
草
・
第
二
章
）
　
で
は
、
御
家
人
制
が
中
世
国
家
（
朝
廷
・
武
家
政
権
・
寺
社

勢
力
の
総
体
）
　
運
営
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
部
（
第
三
章
か
ら

第
七
章
）
　
で
は
、
御
家
人
制
の
地
域
的
展
開
を
西
国
・
九
州
を
中
心
に
跡
づ
け
、
幕
府
の
西
国
・
九
州
御
家
人
政
策
と
の
関
連
づ
け

乙
を
行
っ
た
。
ま
た
、
御
家
人
を
含
め
た
当
該
期
の
武
士
団
結
合
の
実
態
、
武
士
団
結
合
が
形
成
さ
れ
る
場
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
検



〔
第
一
部
の
概
要
と
成
果
〕

第
一
部
で
は
、
十
三
世
紀
第
二
・
第
三
四
半
世
紀
を
中
心
に
、
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
枠
組
み
の
形
成
・
展
開
を
政
治
史
的
に
考

察
し
、
御
家
人
及
び
御
家
人
所
領
に
ど
の
よ
う
な
国
家
的
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
た
か
を
、
そ
の
経
緯
を
含
め
て
検
討
し
た
。

幕
府
権
力
の
、
幕
府
固
有
の
支
配
圏
　
（
東
国
）
　
か
ら
朝
廷
支
配
圏
　
（
西
国
）
　
へ
と
い
う
拡
大
は
、
佐
藤
進
t
氏
以
来
認
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、
鎌
倉
幕
府
が
様
々
な
形
で
中
世
国
家
へ
の
貢
献
を
、
む
し
ろ
朝
廷
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
た
事
情
を
明
る
み
に
出
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
段
階
に
立
ち
至
っ
た
今
日
、
幕
府
権
力
の
拡
大
を
促
す
条
件
に
つ

い
て
、
武
家
政
権
の
発
展
史
的
な
見
方
を
排
し
た
実
態
的
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
論
文
の
第
一
部
は
、
こ
の
よ

う
な
研
究
史
的
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
確
立
を
、
主
に
東
国
御
家
人
所
領
の
把
握
と
　
「
恒
例
役
」
　
（
幕
府
年
中
行
事
や

鎌
倉
大
審
な
ど
の
負
担
）
　
の
成
立
か
ら
跡
づ
け
た
。
鎌
倉
幕
府
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
成
立
は
、
二
一
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
t
二
三

〇
年
代
初
頭
ま
で
の
間
に
東
国
御
家
人
に
対
す
る
　
「
恒
例
役
」
　
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
　
「
恒
例
役
」
　
の
賦
課
基
準
値
と
な
る
　
「
公
田
」
　
が
東
国
御
家
人
の
開
発
私
領
に
設
定
さ
れ
、
十
三
世
紀
第

二
四
半
期
の
間
に
は
　
「
臨
時
役
」
　
の
基
準
と
な
る
　
「
公
田
」
数
も
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
制
度
的
成
立

は
、
鎌
倉
幕
府
内
部
の
政
治
的
事
情
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
初
代
の
鎌
倉
殿
源
頼
朝
と
直
接
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
た
め
、
御

家
人
の
首
長
と
し
て
の
権
威
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
四
代
将
軍
藤
原
頼
経
の
権
威
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
、
鎌
倉
大
番
役
を
始
め
と
す

る
恒
例
的
な
課
役
の
設
定
が
な
さ
れ
、
御
家
人
役
が
制
度
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
御
家
人
役
を
通
じ
た
御
家
人
統
制
の
必
要
は
、
北

条
泰
時
執
権
期
固
有
の
政
治
状
況
に
応
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
役
賦
課
制
度
が
展
開
し
て
い
く
過
程
を
中
世
国
家
運
営
と
の
関
係
か
ら
跡
づ
け
た
。
十
三
世
紀

第
二
四
半
期
、
鎌
倉
幕
府
に
対
し
て
、
朝
廷
は
様
々
な
財
政
・
警
察
上
の
負
担
を
繰
り
返
し
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
幕
府
は
、
こ
れ

ら
の
負
担
を
引
き
受
け
、
そ
れ
を
西
国
御
家
人
に
転
嫁
す
る
代
償
と
し
て
彼
ら
の
身
分
の
保
護
を
政
策
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
で
御

家
人
役
賦
課
制
度
の
整
備
を
進
め
た
。
し
か
し
、
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
整
備
は
、
①
所
領
売
買
の
制
限
、
②
朝
廷
へ
の
援
助
増
大

に
伴
う
御
家
人
役
負
担
の
増
大
、
と
い
う
二
つ
の
点
で
御
家
人
層
へ
の
圧
迫
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
十
三
世
紀
中

葉
以
降
、
と
く
に
西
国
御
家
人
に
、
自
ら
が
中
世
国
家
運
営
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
与
え
た
。
こ
の
自
覚
か
ら
御
家
人
は
、

自
ら
の
所
領
を
　
「
関
東
御
領
」
と
呼
び
、
鎌
倉
幕
府
に
所
領
・
身
分
の
保
護
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
御
家
人
の
要
求
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を
受
容
し
て
、
鎌
倉
幕
府
は
、
西
国
御
家
人
所
領
の
保
護
政
策
を
強
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
幕
府
の
直
轄
領
を
基
調
と
し
て
い

た
　
「
関
東
御
領
」
と
い
う
概
念
が
拡
大
し
、
鎌
倉
幕
府
管
轄
所
領
の
総
体
＝
「
関
東
御
領
」
と
い
う
概
念
が
、
幕
府
法
上
の
用
語
と

し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
概
念
は
、
御
家
人
役
の
受
益
者
で
あ
る
公
家
政
権
の
構
成
員
に
も
容
認
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
第
一
部
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
変
遷
と
そ
の
政
治
的
背
景
か
ら
は
、
ま
ず
幕
府
固
有
の
支
配
地
域

で
あ
る
東
国
を
対
象
と
し
て
御
家
人
役
賦
課
制
度
が
確
立
し
、
つ
い
で
幕
府
が
中
世
国
家
運
営
に
深
く
関
わ
る
過
程
で
西
国
・
九
州

御
家
人
を
主
な
対
象
と
し
て
御
家
人
・
御
家
人
所
領
制
度
が
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
こ
の
過
程
は
、
幕
府
権

力
の
東
国
か
ら
西
国
へ
の
浸
透
、
と
い
う
従
来
の
図
式
に
一
見
対
応
す
る
。
だ
が
、
幕
府
に
よ
る
西
国
御
家
人
へ
の
働
き
か
け
は
、

幕
府
自
体
に
西
国
で
の
権
力
拡
大
の
意
志
が
あ
っ
た
た
め
に
推
進
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
幕
府
は
、
朝
廷
か
ら
の
負
担
の
要
請
に

対
応
す
る
過
程
で
西
国
御
家
人
所
領
に
関
与
し
、
新
た
な
所
領
制
度
を
生
み
出
す
こ
と
で
中
世
国
家
の
運
営
に
さ
ら
に
介
入
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
章
で
明
確
に
し
た
よ
う
に
、
幕
府
滅
亡
　
二
三
三
三
年
）
に
至
る
ま
で
幕
府
管
轄
所
領
の
総
体
＝
「
関
東
御
領
」
　
（
西

国
に
お
け
る
　
「
武
家
領
」
）
　
と
い
う
概
念
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
初
期
室
町
幕
府
の
所
領
制
度
に
お
い
て
も
　
「
武
家
領
」
　
と
し
て
恐

ら
く
一
定
の
変
質
を
遂
げ
つ
つ
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
関
東
御
領
」
　
（
西
国
に
お
け
る
　
「
武
家
領
」
）
と
い
う
所
領
区

分
は
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
中
後
期
か
ら
室
町
初
期
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
武
家
政
権
お
よ
び
中
世
国
家
の
財
政
・
軍
事
基
盤
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
部
で
明
ら
か
に
し
た
御
家
人
役
賦
課
制
度
と
中
世
国
家
運
営
と
の
関
係
、
そ

し
て
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
展
開
と
結
び
つ
い
て
創
出
さ
れ
た
　
「
関
東
御
領
」
概
念
の
具
体
的
な
内
容
は
、
鎌
倉
中
後
期
か
ら
室
町

初
期
に
至
る
武
家
政
権
と
中
世
国
家
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
の
重
要
な
手
が
か
り
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

〔
第
二
部
の
概
要
と
成
果
〕

第
二
部
で
は
、
御
家
人
制
の
地
域
的
展
開
を
政
治
史
的
に
把
握
し
、
鎌
倉
期
武
士
団
の
行
動
形
態
の
あ
り
方
や
御
家
人
役
賦
課
制

度
の
あ
り
方
と
関
連
づ
け
て
考
察
し
た
。
御
家
人
制
の
地
域
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
盛
ん
に
行

わ
れ
、
西
国
御
家
人
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
実
関
係
が
多
く
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
西
国
御
家
人
研
究
は
、
東
国
か
ら
西
国

へ
、
と
い
う
幕
府
権
力
の
拡
大
を
重
視
す
る
佐
藤
進
一
氏
の
見
解
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
進
め
ら
れ
た
た
め
、
東
国
地
頭
と
西
国

御
家
人
の
対
立
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
今
日
で
は
東
国
地
頭
対
西
国
御
家
人
と
い
う
図
式
を
自
明
の
前
提
と
せ
ず
、
国
御



家
人
の
具
体
的
な
動
向
、
西
国
御
家
人
と
東
国
御
家
人
の
政
治
的
関
係
の
変
遷
を
跡
づ
け
、
幕
府
の
西
国
御
家
人
政
策
と
の
関
連
を

問
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
西
国
に
お
け
る
武
士
団
結
合
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
武
士
団
結
合
と
御
家
人
制
と
の
関
係
を
考
え
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
章
で
は
伊
賀
国
黒
田
荘
を
検
討
素
材
と
し
て
、
①
非
御
家
人
で
あ
っ
た
黒
田
荘
荘
官
大
江
氏
貞
次
流
が
、

東
大
寺
の
黒
田
荘
支
配
の
強
化
に
対
抗
し
て
十
三
世
紀
中
葉
以
降
御
家
人
集
団
と
の
結
託
を
強
め
た
こ
と
、
そ
し
て
伊
賀
に
拠
点
を

も
つ
在
京
人
柘
植
氏
を
お
そ
ら
く
媒
介
と
し
て
六
波
羅
探
題
を
歴
任
し
た
北
条
氏
一
門
佐
介
氏
の
被
官
と
な
る
こ
と
、
②
し
か
し
、

大
江
氏
貞
次
流
は
御
家
人
化
し
た
形
跡
が
な
く
、
御
家
人
集
団
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
つ
つ
非
御
家
人
で
あ
り
つ
づ
け
た
こ
と
、
③

大
江
氏
貞
次
流
を
め
ぐ
る
御
家
人
・
非
御
家
人
の
枠
を
超
え
た
武
士
団
結
合
は
、
京
都
と
地
域
双
方
で
展
開
す
る
伊
賀
国
の
領
主
層

の
活
動
形
態
に
即
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
右
の
論
点
か
ら
、
非
御
家
人
と
御
家
人
集
団
の
連
合
と
い
う
事
態
は

武
士
団
の
数
あ
る
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

第
四
章
か
ら
第
六
章
で
は
、
九
州
に
お
け
る
御
家
人
制
の
実
態
を
、
惣
地
頭
－
小
地
頭
制
を
素
材
と
し
て
検
討
し
た
。
第
四
章
で

は
、
鎌
倉
初
期
の
鎮
西
奉
行
天
野
遠
景
の
惣
地
頭
職
獲
得
過
程
を
跡
付
け
、
天
野
氏
の
九
州
に
お
け
る
所
領
の
地
域
的
偏
差
が
、
天

野
遠
景
の
没
官
活
動
の
範
囲
に
即
応
し
て
お
り
、
彼
の
鎮
西
奉
行
　
（
九
国
地
頭
）
　
と
し
て
の
権
能
も
自
身
の
軍
事
行
動
の
範
囲
に
規

定
さ
れ
て
発
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
し
て
、
初
期
鎌
倉
幕
府
の
九
州
支
配
の
実
態
が
、
天
野
遠
景
を
含
む
有
力
東

国
御
家
人
の
占
領
軍
政
を
基
調
と
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
。

第
五
章
で
は
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
惣
地
頭
の
小
地
頭
統
制
の
実
態
を
、
御
家
人
役
催
促
の
あ
り
方
か
ら
検
討
し
た
。
惣
地
頭
は
、

鎌
倉
前
・
中
期
ま
で
は
小
地
頭
に
対
す
る
御
家
人
役
催
促
に
関
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
小
地
頭
に
守
護
法
廷
へ
の
出
廷
を
促
す
こ
と
を

要
請
さ
れ
る
な
ど
、
守
護
職
権
を
補
完
す
る
機
能
が
惣
地
頭
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
①

一
般
の
守
護
よ
り
広
範
な
権
能
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
九
州
守
護
は
、
そ
の
職
務
実
現
に
あ
た
っ
て
惣
地
頭
の
協
力
を
必
要
と
し

て
い
た
こ
と
、
②
こ
の
よ
う
な
惣
地
頭
の
機
能
は
必
ず
し
も
史
料
上
広
範
に
は
現
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
惣
地
頭
に
よ
る
守
護
職
権
の

補
完
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
、
現
実
に
は
広
範
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
こ
と
、
③
〓
t
六
〇
年
代
、

幕
府
が
、
大
番
催
促
に
際
し
て
小
地
頭
を
守
護
の
直
接
指
揮
下
に
置
こ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
恐
ら
く
惣
地
頭
の
小
地
頭
統
制

機
能
は
徐
々
に
後
退
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
六
章
で
は
、
従
来
、
惣
地
頭
に
よ
る
小
地
頭
の
圧
迫
が
強
調
さ
れ
て
き
た
惣
地
頭
・
小
地
頭
間
相
論
に
つ
い
て
、
事
例
の
網
羅
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的
検
討
に
よ
る
通
時
的
考
察
を
試
み
、
以
下
の
流
れ
を
導
き
出
し
た
。
①
鎌
倉
前
期
、
惣
地
頭
と
小
地
頭
は
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱

の
　
「
勝
ち
組
」
　
と
し
て
概
し
て
良
好
な
関
係
を
保
ち
、
幕
府
も
惣
地
頭
・
小
地
頭
間
相
論
に
際
し
て
は
個
別
具
体
的
な
理
非
に
基
づ

く
裁
許
を
行
っ
て
い
た
。
②
宝
治
合
戦
の
戦
後
処
理
を
契
機
に
、
惣
地
頭
の
大
幅
な
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
た
結
果
、
惣
地
頭
に
よ
る

小
地
頭
の
圧
迫
が
進
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
惣
地
頭
・
小
地
頭
間
相
論
に
際
し
て
明
確
な
罰
則
を
定
め
た
「
御
成
敗
式
目
」

第
三
十
八
条
が
幕
府
裁
許
に
お
い
て
惣
地
頭
に
有
利
な
形
で
適
用
さ
れ
た
結
果
、
小
地
頭
の
没
落
が
進
行
し
た
。
③
小
地
頭
の
没
落

傾
向
は
、
西
国
御
家
人
保
護
を
志
向
す
る
十
三
世
紀
第
二
四
半
期
以
降
の
幕
府
の
御
家
人
政
策
と
敵
靡
す
る
も
の
で
あ
り
、
幕
府
は

二
一
六
〇
年
代
に
小
地
頭
の
保
護
を
意
図
し
た
政
策
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。
④
異
国
警
固
の
た
め
、
惣
地
頭
正
員
が
九
州
所
領

に
下
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
惣
地
頭
・
小
地
頭
間
相
論
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
異
国
警
固
の
人
的
基
盤
を
維
持
し
た
い

幕
府
・
鎮
西
探
題
は
、
「
御
成
敗
式
目
」
第
三
十
八
条
の
適
用
を
抑
制
し
、
彼
ら
の
共
存
を
意
図
し
た
妥
協
的
裁
許
を
行
う
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
惣
地
頭
・
小
地
頭
と
も
に
　
「
御
成
敗
式
目
」
第
三
十
八
条
の
適
用
申
請
を
抑
制
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
対
立
を

含
み
な
が
ら
も
両
者
が
共
存
す
る
状
況
が
展
開
し
た
。

以
上
の
流
れ
か
ら
、
惣
地
頭
・
小
地
頭
間
の
関
係
は
、
惣
地
頭
に
よ
る
小
地
頭
の
圧
迫
と
い
う
理
解
で
一
括
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
、
第
五
章
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、
惣
地
頭
1
小
地
頭
制
は
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
九
州
的
特
質
を
体
現
す
る
制
度
と
し

て
評
価
で
き
る
こ
と
を
導
き
出
し
た
。

第
七
章
で
は
、
東
国
御
家
人
の
一
族
内
分
業
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
鎌
倉
末
期
の
真
壁
長
岡
氏
で
僧
侶
と
な
っ
た
庶
子
が
地
方
都

市
を
拠
点
と
し
て
富
を
蓄
積
し
て
一
族
の
所
領
回
復
に
貢
献
し
、
そ
の
経
済
力
を
活
か
し
て
惣
領
と
な
っ
た
事
例
を
発
掘
し
た
。

第
二
部
で
の
検
討
結
果
か
ら
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
二
つ
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
一
つ
は
、
鎌
倉
期
を
通
じ
て
武
士

団
が
所
領
及
び
周
辺
地
域
と
都
市
に
活
動
拠
点
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
当
該
期
の
武
士
団
結
合
自
体
が
、
武
士
た
ち
が
都
市

と
地
域
社
会
と
で
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
成

果
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
と
く
に
西
国
で
は
武
士
団
結
合
の
契
機
は
多
様
で
あ
り
、
御
家
人
集
団
と
い
う
枠
組
み
自
体
、
武
士
団
結

合
の
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
家
人
が
御
家
人
で
あ
る
こ
と
を
標
梼
し
、
あ
る
い
は

非
御
家
人
が
御
家
人
集
団
に
接
近
す
る
事
態
は
、
そ
の
時
の
御
家
人
制
あ
る
い
は
武
士
団
が
抱
え
る
固
有
の
矛
盾
を
明
ら
か
に
す
る

手
が
か
り
と
な
り
得
る
。

二
つ
目
は
、
九
州
の
惣
地
頭
1
小
地
頭
制
に
つ
い
て
、
九
州
特
有
の
地
頭
制
度
と
し
て
の
従
来
の
研
究
視
角
で
は
な
く
、
御
家
人



制
の
一
類
型
と
し
て
把
握
し
直
し
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
惣
地
頭
が
小
地
頭
へ
の
御
家
人

役
賦
課
に
関
与
し
て
い
た
と
み
な
す
見
解
は
提
出
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
事
例
の
提
示
に
と
ど
ま
り
、
惣
地
頭
に
よ
る
小
地

頭
へ
の
御
家
人
役
賦
課
へ
の
関
与
の
様
相
や
守
護
職
権
と
の
関
係
、
ま
た
そ
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
克
服
し
た
こ
と
に
第
二
部
の
意
義
の
一
つ
が
あ
る
。
惣
地
頭
1
小
地
頭
制
に
つ
い
て
九

州
に
お
け
る
御
家
人
制
の
構
成
要
素
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
、
ま
た
幕
府
の
志
向
す
る
御
家
人
制
の
あ
り
方
と
惣
地
頭
－
小
地

頭
制
と
の
相
互
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〔
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
地
域
的
展
開
と
中
世
国
家
〕

第
一
部
・
第
二
部
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
展
開
過
程
と
そ
の
背
景
、
そ
し
て
御
家
人
制
の
展
開
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
を
論
じ
て
お
き
た
い
。

十
三
世
紀
第
二
四
半
期
、
幕
府
に
中
世
国
家
運
営
に
関
わ
る
様
々
な
負
担
が
相
次
い
で
転
嫁
さ
れ
る
状
況
下
、
幕
府
か
ら
国
家
的

課
役
を
転
嫁
さ
れ
た
御
家
人
の
負
担
の
増
加
に
対
応
し
、
幕
府
は
西
国
御
家
人
保
護
立
法
を
次
々
に
打
ち
出
し
た
。
幕
府
の
西
国
御

家
人
保
護
立
法
の
背
景
に
は
西
国
御
家
人
の
身
分
保
護
要
求
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
十
三
世
紀
中
葉
に
自
己
の

所
領
を
「
関
東
御
領
」
と
称
し
て
保
護
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幕
府
や
公
家
政
権
も
こ
の
よ
う
な
御
家
人
側
の
要
求
を
受
容
し
、

十
三
世
紀
第
三
四
半
期
以
降
、
御
家
人
所
領
一
般
を
「
関
東
御
領
」
　
（
西
国
に
お
け
る
「
武
家
領
」
）
と
し
て
国
家
的
な
保
護
対
象
と

し
て
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

御
家
人
集
団
は
、
十
三
世
紀
第
二
四
半
期
以
降
、
幕
府
が
請
負
う
国
家
的
課
役
の
財
源
と
し
て
大
き
な
負
担
を
負
わ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
十
三
世
紀
第
三
四
半
期
に
は
幕
府
管
轄
所
領
＝
「
関
東
御
領
」
と
い
う
国
家
的
保
護
対
象
を
知
行

す
る
特
権
集
団
と
し
て
位
置
づ
け
直
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
御
家
人
制
の
展
開
、
「
関
東
御
領
」
概
念
の
拡
大
は
、
と
く
に
本
所
に

よ
っ
て
所
領
を
安
堵
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
西
国
の
国
御
家
人
を
最
大
の
受
益
者
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
御
家
人
集
団
が
特
権
集
団
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
態
は
、
御
家
人
集
団
の
硬
直
化
、
彼
ら
に
よ
る
非
御
家
人
の
排

除
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
。
実
際
、
鎌
倉
期
、
御
家
人
身
分
の
実
否
を
め
ぐ
る
相
論
の
多
く
が
本
所
と
在
地
領
主
と
の
間
で

行
わ
れ
て
お
り
、
御
家
人
が
非
御
家
人
を
排
除
す
る
形
で
展
開
す
る
相
論
は
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
御
家
人
制
の
閉
鎖
性
の
強
化
は
、
と
く
に
畿
内
近
国
に
お
い
て
は
御

家
人
と
「
御
家
人
予
備
軍
」
　
の
対
立
で
は
な
く
、
む
し
ろ
御
家
人
お
よ
び
御
家
人
化
を
も
と
め
る
在
地
領
主
と
本
所
と
の
対
立
を
主
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な
要
因
と
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
九
州
に
お
い
て
は
、
国
御
家
人
の
身
分
保
護
要
求
は
、
十
三
世
紀
中
葉
、
主
に
惣
地
頭
の
圧
迫
に
直
面
し
て
発
せ
ら
れ

た
。
宝
治
元
年
（
二
一
四
七
）
　
の
宝
治
合
戦
で
没
落
し
た
惣
地
頭
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
小
地
頭
た
ち
が
、
新
し
い
惣
地
頭

の
圧
迫
に
よ
っ
て
没
落
の
危
機
に
瀕
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
態
を
幕
府
は
静
観
せ
ず
、
一
二
六
〇
年
代
初
頭
以
降
、
小
地
頭
を

保
護
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
政
策
は
、
惣
地
頭
－
小
地
頭
制
に
依
拠
し
た
御
家
人
制
の
あ
り
方
を
払
拭
し
、
守
護

制
度
を
基
調
と
し
た
御
家
人
制
へ
と
九
州
の
御
家
人
制
の
あ
り
方
を
変
質
さ
せ
て
い
っ
た
。

二
面
〇
年
代
二
二
五
〇
年
代
に
は
、
畿
内
近
国
で
は
本
所
、
九
州
で
は
主
に
惣
地
頭
に
よ
っ
て
国
御
家
人
が
圧
迫
さ
れ
る
在

地
状
況
の
不
安
定
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
、
承
久
の
乱
以
前
と
比
較
し
て
幕
府
が
中
世
国
家
運
営
に
関
し
て

よ
り
多
く
の
負
担
を
求
め
ら
れ
、
御
家
人
へ
も
そ
の
負
担
を
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
起
こ
っ
て
い
た
。

以
上
の
過
程
を
踏
ま
え
る
と
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
は
、
中
世
国
家
運
営
と
の
関
係
、
そ
し
て
畿
内
近
国
・
九
州
の
在
地
状
況
の

両
面
に
お
い
て
一
三
世
紀
第
二
四
半
期
か
ら
二
一
五
〇
年
代
に
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
鎌

倉
幕
府
御
家
人
制
の
抱
え
た
矛
盾
の
焦
点
と
な
っ
た
の
が
西
国
・
九
州
の
国
御
家
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

二
一
六
〇
年
代
か
ら
二
一
七
〇
年
代
の
間
に
幕
府
管
轄
所
領
の
総
体
＝
「
関
東
御
領
」
と
い
う
所
領
概
念
が
形
成
さ
れ
、
支
配
者

層
一
般
の
共
通
認
識
と
な
っ
た
事
実
は
、
当
該
期
の
諸
矛
盾
を
解
決
に
導
く
回
路
と
し
て
幕
府
管
轄
所
領
の
総
体
＝
「
関
東
御
領
」

と
い
う
概
念
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
①
十
三
世
紀
第
二
四
半
期
か
ら
二
一
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
国
家
運
営
の
幕
府
依
存
傾
向
、
②
当
該
期
に
国
御
家

人
が
直
面
し
た
、
在
地
で
の
政
治
的
不
安
定
性
と
彼
ら
へ
の
国
家
的
課
役
の
増
大
と
い
う
二
つ
の
矛
盾
、
③
こ
れ
ら
の
事
態
に
対
応

し
て
打
ち
出
さ
れ
た
幕
府
の
御
家
人
・
御
家
人
所
領
保
護
政
策
の
展
開
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
幕
府
管
轄
所
領
の
総
体
＝
「
関
東
御

領
」
概
念
の
浸
透
、
と
い
う
過
程
を
描
き
だ
し
た
。
こ
の
過
程
は
、
国
家
的
機
能
の
拡
大
に
対
応
し
た
鎌
倉
幕
府
の
権
力
基
盤
の
確

保
志
向
が
社
会
的
に
受
容
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
把
握
で
き
る
。
鎌
倉
後
期
以
降
、
武
家
政
権
が
権
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
、
あ

る
い
は
拡
大
さ
せ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
前
提
状
況
は
、
本
論
文
で
検
討
し
た
十
三
世
紀
第
二
・
第
三
四
半
期
に
お
け
る
幕
府

の
国
家
的
機
能
の
拡
大
や
、
幕
府
の
国
家
的
機
能
の
拡
大
を
受
容
す
る
社
会
認
識
の
展
開
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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